
　

１
２
０
周
年
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
は
、
北

九
州
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
田
中
時
彦
氏
（
昭
和
46
年 

機
械
工
作
科
卒
）
か
ら
、

母
校
１
２
０
周
年
を
記

念
し
、
母
校
の
未
来
と

１
２
０
年
の
歴
史
を
繋
ぐ

絵
画
を
贈
呈
し
て
頂
き
、

併
せ
て
講
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
講
話
の
中
で
、

１
２
０
年
前
の
開
校
時
か

ら
の
篠
崎
校
舎
と
一
番
星

と
し
て
輝
く
星
（
夢
・
目

標
）
を
、
そ
し
て

限
り
な
く
美
し

い
夕
焼
け
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描

か
れ
た
こ
と
が

語
ら
れ
、
母
校
生

徒
に
自
ら
の
目

標
を
見
い
だ
す

高
校
生
活
を
送

り
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
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令
和
元
年
ま
で
後
５
日
と
い
う
去
る
４
月
26
日
、
母
校

で
は
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
、
記
念
事
業
・

行
事
を
行
う
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、「
創
立
１
２
０
周
年
記

念
事
業
・
行
事
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
先
生
方
が
作
成
さ
れ
た
１
２
０
周
年
を
目
指
す
Ｄ
Ｖ

Ｄ
イ
メ
ー
ジ
画
像
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
演
出
さ
れ
、
そ
の

後
、
奥
田
邦
夫
校
長
よ
り
創
立
１
２
０
年
の
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
本
校
歴
史
と
、
こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
日
本
を
代
表
す
る
倉
工
生
と
し
て
更
に
充
実
し
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
高
校
生
活
を
送
り
、
１
２
０
周
年
を
生
徒

自
ら
の
糧
に
す
る
意
義
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
篭
原
裕
明
北

辰
会
長
か
ら
は
、
１
２
０
周
年
を
北
辰
会
・
同
窓
生
が
全

力
で
支
援
し
母
校
の
活
躍
を
支
え
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
山

路
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

か
ら
１
２
０
周
年

が
生
徒
に
と
っ
て

意
義
あ
る
教
育
活

動
に
な
る
よ
う
保

護
者
全
員
が
支
援

し
て
い
く
と
、
話

さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
代
表 

原
田
口

巧
さ
ん
か
ら
も
、

こ
の
一
年
間
の
活

動
を
通
し
て
、
素

晴
ら
し
い
実
績
が

上
げ
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
と
、

決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

【当番幹事】
平成８年卒、平成20年卒

日 時 令和元年５月26日㈰
 ⃝受　付：14時から
	 ⃝総　会：15時から
	 ⃝懇親会：16時30分から
会 費 ￥5,000

田
中
時
彦 

氏　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
畑
た
い
む
）

昭
和
46
年 

小
倉
工
業
高
校
機
械
工
作
科
卒
業

 

新
日
本
製
鐵
㈱
八
幡
製
鐵
所
入
社

昭
和
57
年 

週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
増
刊
号
（
講
談
社
）
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー

平
成
24
年 

新
日
本
製
鐵
㈱
八
幡
製
鐵
所
退
職

 

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
就
任

 

地
域
社
会
貢
献
賞
受
賞

　
本
校
卒
業
以
来
、
童
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
漫
画
家
と
し
て
作
品

制
作
を
行
い
新
聞
雑
誌
に
作
品
を
発
表
し
な
が
ら
全
国
各
地
で
展
示
会
を
開

催
。
ま
た
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
と
し
て
館
の
運
営
に
携
わ
る

中
で
、
地
域
で
の
街
づ
く
り
活
動
な
ど
精
力
的
に
動
か
れ
て
い
ま
す
。

記念式典・祝賀会は令和元年10月26日㈯に行われます。
式　　　典 10時～ 小倉工業高校体育館
講　　　演 11時～ 講師　福島善三　氏
 陶芸家　一昨年人間国宝に認定される
祝　賀　会 14時～ リーガロイヤルホテル小倉
会　　　費 10,000円
申込み方法
⃝ 官製ハガキでの申込みの場合
　住所、氏名、卒年科、電話番号明記の上
　〒803-0825　北九州市小倉北区白萩町６-１
　小倉工業高校創立120周年実行委員会宛
⃝インターネットでの申込みの場合
　yokoi@hokusin.net
　120周年担当宛
申込み締切 令和元年７月31日㈬ 必着
※ 申込みの方には、郵便払込票をご送付致しますので、８

月末日迄に会費をお振り込み下さい。

オープニングセレモニーの様子

篠崎校舎と篠崎門　夕焼空に輝く一番星 絵画の説明をする田中時彦氏

令和元年度
北辰会総会案内

場 所	 小倉飯店
	 北九州市小倉北区堺町１-８-14
	 TEL（093）521-8631

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

●
コレット井筒屋
●
コレット井筒屋

ホテルテトラ北九州
　　●
ホテルテトラ北九州
　　●

ホテルクラウン
ヒルズ小倉
●

日本生命
●

中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行
●

　北九州
●銀行
　北九州
●銀行

●
JTB小倉ビル
●
JTB小倉ビル

ニュー●
南国ビル

パークサイド
ビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場
西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル●

●
駐車場

●
明治安田生命

福岡
銀行
●

至門司

チャチャタウン
●

チャチャタウン
●

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り
駅

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋

リーガロイヤルホテル
　　●

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
●

創立120周年記念 式典・祝賀会のご案内

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
・
行
事

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
！

田
中
時
彦
氏
絵
画
贈
呈
！

発行：令和元年５月15日
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工
業
技
術
の
進
展
は
Ｉ
Ｏ
Ｔ
化
が
進
み
、教
育
の
情
報
化
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

も
言
わ
れ
、
授
業
環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

工
業
高
校
で
は
実
物
の
映
像
教
材
や
カ
ラ
ー
説
明
な
ど
、
授
業
環
境

の
整
備
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
１
２
０
周
年

記
念
事
業
で
は
、
教
室

で
の
授
業
を
分
か
り
や
す

く
情
報
化
社
会
の
色
々
な

デ
ー
タ
を
授
業
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
情
報
機

器
と
対
応
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
教
室
に
設
置
す

る
計
画
を
す
す
め
、
こ
の

度
完
成
し
、
今
年
度
の
授

業
か
ら
活
用
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
、
浅
野
貴
勇
氏
（
平
成
10
年 

電
子
科
卒
）

か
ら
母
校
の
写
真
部
へ
、
ハ
イ
ク
ラ
ス
の
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
７
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
野
氏
は
本
校
電
子
科
出
身
の
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

で
、
東
京
を
中
心
に
テ
レ
ビ
の
仕
事
や
国
連
大
学
の
仕
事

な
ど
、
世
界
で
取
材
や
製
作
に
大
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
毎
年
、
関
東
よ
り
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を

率
い
て
学
校
ま
で
お
越
し
頂
き
、
体
育
大
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
ラ

イ
ブ
配
信
で
は
、
本
校
の
写
真
部
と
放
送
部
が
共
同
で
参

加
し
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
で
写
真
部
で
は
、
今
年
、
初

の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
寄
贈
頂
い
た
カ
メ
ラ
で
写
真
部
の
活
動
を
よ
り

一
層
充
実
し
、
日
々
の
写
真
部
の
活
動
だ
け
で
無
く
、

１
２
０
周
年
記
念
行
事
を
始
め
、
学
校
広
報
写
真
や
部
活

動
記
録
な
ど
幅
広
く
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
２
０
周
年
と
な
る
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
に
在
校
生
が
活
用
で
き
る
教
育
環
境
整
備
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
一
部

完
成
し
生
徒
の
授
業
や
部
活
動
に
早
速
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ 

７
台
寄
贈
（
写
真
部
）

寄贈されたカメラと浅野貴勇氏、写真部員

　

日
々
の
部
活
動
や
体
育
大
会
で
活
用
さ
れ
て
い
る
水
銀
灯
照
明
が
老

朽
化
し
、
新
し
い
設
備
へ
の
更
新
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度

１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
計
画

さ
れ
、
こ
の
度
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
陸
上
走
路
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
完

成
し
ま
し
た
。
４
月
18
日
に
は
、
野
球
部
・
陸
上
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
・

サ
ッ
カ
ー
部
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
部
員
と
関
係
す
る
先
生
方
２
０
０

名
が
集
合
し
、
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
完
成
！

グラウンド照明LED化工事完成記念点灯式

教
室
へ
の
情
報
機
器
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
設
置
！

プロジェクターを活用した授業風景

　

１
２
０
周
年
に
あ
わ
せ

て
校
門
周
辺
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

１
０
０
周
年
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
取
り

付
け
ら
れ
た
校
門
照
明
の

飾
り
と
あ
わ
せ
て
、
新
入

生
の
入
学
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

校
門
周
辺
の
整
備
！

リニューアルされた
100周年記念モニュメント

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業 

こ
れ
ま
で
に
完
成
し
た
事
業

2HOKUSHINKAI



　本校では先輩よりご寄贈頂いた小型ドローンを活用し
た教育が展開されています。公的な資格のドローン検定
も本校で実施されるようになりました。
　昨年から、地域社会に貢献できる研究として「ドロー
ンを使った農業革命」と題して、ドローンで農地の土壌
分析を短時間で行う研究を行い、生産性を大いに高め
ることが出来ました。学校代表として福岡県生徒研究発
表会にて発表し、「審査員特別賞」を受賞しました。
　今年３月末には日本UAV利用促進協議会（JUAVAC）
主催のパイロット育成講座招待プログラムに電子科３年
の有田寛之さんが選ばれ、筆記・技能試験にトップ合格
し、高度なドローン資格を得ることが出来ました。
　ドローンの技術は幅広い分野で活用が期待され、ド
ローンの運用ができる人は、即戦力の人材として企業か
らも注目されています。
　今年度から本校ではAI学習の自主講座が始まります。
これまでのドローン＋AIとしてAI教育の指導にも携わっ
ていき、未来の工業人材育成を目指したい考えでいます。

ラグビー部【九州大会出場】
　３月22日㈮～３月24日㈰ 第20回九州高校10人制大会が沖縄で開
催されました。創部70周年式典で皆様から「檄」をいただいた選手は、
奮起・躍動しましたが、２位ブロック３位となりました。なお、Ｏ
Ｂ会から高橋一樹君（平成28年 工業化学科卒）・濱田勝行君（平成
30年 電子科卒）が、コーチ・
補助者として参加しました。
　多くの方からの応援有難
うございました。４月には、
一年生部員が加入し新チー
ムとなります。今年も期待を
込めて応援をお願いします。

卓球部【九州大会・全国大会出場】
　全国No.１の実績を持つ希望ヶ丘高校で全国大会出場経験を持つ
田添コーチが就任して着実に力をつけ６年目で九州大会出場を果た
しました。
都城高校（宮崎県）２－３小倉工
コザ高校（沖縄県）２－３小倉工
佐賀高校（佐賀県）３－２小倉工
　個人戦では電気科２年小野海翔
君が全国大会に出場しました。

　その他の運動部も九州大会、全
国大会を目指して頑張っています。

部活動報告
電気科　福來 知昭（平成10年 電子科卒）

高度な資格を取得した有田寛之君 小野海翔君

ドローン教育の成果

　

立
春
が
間
近
に
迫
っ
た
２
月
２
日
、甲
子

園
球
場
に
て「
球
宴
プ
ラ
ン
」（
阪
神
甲
子
園

球
場
甲
子
園
歴
史
館
の
公
募
企
画
）に
近

畿
支
部
か
ら
23
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

北
辰
会
本
部
か
ら
は
、篭
原
会
長
、馬
場
副

会
長
が
遠
路
は
る
ば
る
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
の
ス
タ
ー
ト
は
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ

ア
ー
、
３
塁
側
室
内
練
習
場
、
ベ
ン
チ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
々
の
見
学
。
室
内
練
習
場
に

は
野
球
帽
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

グ
ロ
ー
ブ
等
々
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
参

加
の
皆
さ
ん
は
思
い
思
い
に
着
用
し
、
タ
イ

ガ
ー
ス
の
選
手
に
な
っ
た
気
分
で
バ
ッ
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
立
ち
、
写
真
撮
影
を
楽
し
げ

に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

又
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
見
る
の
と
は
全

く
違
っ
た
光
景
が
広
が
り
、
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ウ
グ
イ
ス
嬢
に
よ
る「
小
倉
工
業

高
等
学
校
校
歌
斉
唱
」の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

り“
校
歌
斉
唱
！
”曲
が
始
ま
る
と
、甲
子

園
連
続
出
場
の
昭
和
41・42
年
、栄
光
の
時

期
、
勝
っ
て

歌
っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、胸
に
ジ
ー
ン
と

来
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
で
は
記
念
撮

影
、
か
つ
て
の
甲
子
園
球
児
（
写
真
）
が

母
校
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
野
球
部
Ｏ

Ｂ
後
輩
と
一
緒
に
写
真
撮
影
を
し
て
い
る

姿
は
と
て
も
絵
に
な
る
光
景
で
し
た
。

　

懇
親
会
は
プ
レ
ミ
ア
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行

わ
れ
、
２
時
間
た
っ
ぷ
り
と
食
事
と
お
酒

を
堪
能
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
会
場
で
も
最
後
に

「
篠
崎
の
里
」
を
始
め
と
し
た
応
援
歌
を

流
し
て
い
た
だ
き
、
加
藤
幹
事
の
エ
ー
ル
で

校
歌
を
皆
さ
ん
と
歌
い
、
北
辰
会
近
畿
支

部
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
っ
て
、
三
輪
前
支
部

長
の
万
歳
三
唱
で
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
畿
支
部
で
は
、
本
体
の
北
辰
会
近
畿

支
部
を
援
助
す
る
活
動
と
し
て「
篠
崎
会
」

の
集
い
を
催
し
、
参
加
者
の
協
力
で
支
部

へ
の
活
動
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

恒
例
で
し
た
京
都
の
会
場
が
確
保
で
き
な

く
な
り
開
催
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
が
、

西
川
代
表
幹
事
が
本
来
の
趣
旨
に
戻
す
た

め
随
分
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画

は
非
常
に
良
い
企
画
で
あ
り
ま
し
た
。
甲

子
園
同
世
代
と
し
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
感
無
量
、
涙
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

来
年
、
阪
神
甲
子
園
球
場
甲
子
園
歴
史

館
で
同
企
画
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
再

度
、
篠
崎
会
で
も
う
一
度
行
い
た
く
考
え

て
お
り
ま
す
。
北
辰
会
の
会
員
皆
様
、
是

非
近
畿
支
部
へ
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
畿
支
部
長

�

松
尾
　
保（
昭
和
43
年 
機
械
科
卒
）

当日参加され
た皆さん

甲子園に出場した馬場光三氏・
斉藤英雄氏を囲む野球部OB

甲
子
園
球
場
で
交
流
！ ‒

近
畿
支
部
平
成
31
年
度
篠
崎
会
開
催‒

近
畿
支
部
篠
崎
会　

代
表
幹
事

�

西
川
　
好
夫（
昭
和
43
年 

工
業
化
学
科
卒
）

沖縄県名護市　21世紀の森ラグビー場
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編
集
兼
発
行
／
福
岡
県
立
小
倉
工
業
高
等
学
校
北
辰
会
事
務
局　

〒
８
０
３-

０
８
２
５　

北
九
州
市
小
倉
北
区
白
萩
町
６-

１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
３-

５
７
１-

１
１
２
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
３-

５
８
３-

４
９
２
４

印　
　
　

刷
／
小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

2019
May.

小
倉
工
業
高
等
学
校
北
辰
会
報
　
第
78
号

　
昨
年
12
月
、
北
辰
会
報
と
共
に
お
届
け
し
た
募
金
趣
意
書

で
創
立
１
２
０
周
年
募
金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ

３
１
２
人
の
方
々
か
ら
３
１
０
万
円
（
４
月
26
日
現
在
）
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

趣
意
書
で
お
願
い
し
ま
し
た
よ
う
に
募
金
目
標
を

３
，
０
０
０
万
円
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
目
標
に

程
遠
い
状
況
で
す
。

　
記
念
事
業
に
於
い
て
は
、
生
徒
に
最
先
端
技
術
を
取
り
入

れ
た
授
業
が
行
え
る
よ
う
各
教
室
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
間
で
も
充
分
に
部
活
の
練
習

が
で
き
る
よ
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え

て
い
ま
す
。

　
野
球
部
が
、
甲
子
園
出
場
ま
で
今
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
力

を
つ
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
卒
業
生
が
甲
子
園
で
校
歌
が
歌

え
る
事
を
願
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を
実
現

す
る
為
に
は
、
練
習
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
と
思

い
ま
す
。
雨
天
で
も
練
習
で
き
る
様
に
屋
内
練
習
場
を
整
備

す
る
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

募
金
は
、
一
口 

５
，
０
０
０
円
（
で
き
れ
ば
二
口
以
上
で
の

ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
甚
で
す
）

　
趣
意
書
は
前
回
送
付
致
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
お
送
り

し
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
母
校
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、
１
２
０
年
か
ら
１
３
０
年

へ
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、
母
校
を
支
援
す
る
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
北
辰
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
年
会
費
２
，
０
０
０
円
の
納
入

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
へ
改
元
さ
れ
る
記
念
の
年
に
、
創
立
１
２
０

周
年
を
迎
え
る
歴
史
に
残
る
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
か

つ
て
な
か
っ
た
10
連
休
に
入
り
例
年
よ
り
数
日
発
行
が
遅
く

な
り
ま
し
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
編
集
に
ご
協
力

頂
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

年
会
費
納
入
の
お
願
い

創
立
１
２
０
周
年
募
金
の
お
願
い

【
転
出
】

▽
柳
本　

憲
男
（
事
務
長
） 

北
九
州
高
校
へ
（
再
任
用
）

▽
角　
　

良
浩
（
地
歴
公
民
） 

高
稜
高
校
へ

▽
吉
田　

直
幸
（
数
学
） 

小
倉
東
高
校
へ

▽
池
田　

崇
真
（
理
科
） 

中
間
高
校
へ
（
新
規
採
用
）

▽
小
川　

多
恵
（
英
語
） 

小
倉
南
高
校
へ

▽
田
﨑　

瑞
恵
（
家
庭
） 

行
橋
高
校
へ

▽
吉
田　
　

勇
（
機
械
） 

直
方
特
別
支
援
学
校
へ

▽
伊
藤　

春
海
（
電
子
） 

民
間
へ

【
転
入
】

▽
石
﨑　

利
治
（
事
務
長
） 

小
倉
東
高
校
よ
り

▽
藤
田　

凌
輔
（
地
歴
公
民
） 

戸
畑
工
業
高
校
兼
務
よ
り

▽
原
田　

徳
和
（
数
学
） 

築
城
特
別
支
援
学
校
よ
り

▽
村
山　
　

高
（
理
科
） 

小
倉
西
高
校
兼
務
よ
り

▽
十
時　

英
世
（
英
語
） 

小
倉
南
高
校
よ
り

▽
白
石　

和
茂
（
電
子
） 

新
規
採
用

▽
森
田　

茂
弘
（
工
業
化
学
） 

田
川
科
学
技
術
高
校
よ
り

教
職
員
の
異
動

～学校だより～

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
変
わ
る
直
前
の
平
成
31
年
４
月
26
日
㈮
に
、

創
立
１
２
０
周
年
記
念
行
事
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
田
中
時
彦
氏
か

ら
絵
画
の
贈
呈
が
あ
り
、
昭
和
29
年
卒
か
ら
平
成
27
年
卒
ま
で
の
20
名
の

卒
業
生
が
、
母
校
生
徒
を
前
に
、
平
成
最
後
の
Ｏ
Ｂ
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
教
室
に
分
か
れ
生
徒
を
前
に
熱
く
語
る
各
界
で
活
躍
す
る
先
輩
方
の

話
に
、
生
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

井
本　
義
孝 

（
昭
和
29
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

83
歳
ま
だ
働
く
、（
職
業
）仕
事
選
び
の

 

大
切
さ

坂
田　
繁 

（
昭
和
31
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

仕
事
に
打
ち
込
む
。社
会
に
役
立
つ
。

 

工
業
高
校
生
へ
の
期
待

廣
見　
健
二 

（
昭
和
35
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

我
が
ロ
ボ
ッ
ト
人
生（
倉
工
１
２
０
年

 

歴
史
概
要
と
夢
の
実
現
）

野
見
山
誠
一 

（
昭
和
36
年 

電
気
科
卒
）

　
⃝ 

夢
を
持
と
う　
人
生
を
勝
ち
抜
く

 

「
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
集
」

松
山　
文
博 

（
昭
和
42
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

倉
工
生
が
目
指
す

 

工
業
技
術
者
へ
の
提
言

白
川　
眞
澄 

（
昭
和
42
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 
イ
ン
バ
ー
タ
出
力
に
接
続
す
る

 
「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
フ
ィ
ル
タ
」の
開
発

田
中　
時
彦 
（
昭
和
46
年 

機
械
工
作
科
卒
）

　
⃝ 

漫
画
家
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う

吉
田　
和
志 

（
昭
和
63
年 

設
備
工
業
科
卒
）

　
⃝ 

花
火（
仕
事
）を
通
じ
て
学
ん
だ

 

私
の
人
生
観

田
辺　
慎
治 

（
平
成
元
年 
電
子
科
卒
）

　
⃝ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
私
の
人
生

西
岡　
清
隆 

（
平
成
２
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

 

～
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を
し
よ
う
～

北
出　
尚
大 

（
平
成
４
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
の
経
験
と
地
域
に

 

密
着
し
た
ク
ラ
ブ
作
り
に
つ
い
て

岡
田　
研
一
郎 （
平
成
５
年 

電
気
科
卒
）

　
⃝ 

あ
な
た
の
知
ら
な
い

 

自
動
車
保
険
と
こ
れ
か
ら

川
上　
正
喜 

（
平
成
10
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
に
は

山
縣　
慶
浩 

（
平
成
10
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

 

将
来
に
向
け
て
現
在
行
う
事

小
川　
真
司 

（
平
成
13
年 

電
子
機
械
科
卒
）

　
⃝ 

社
長（
経
営
者
）に
興
味
の
あ
る
方
へ

近
藤　
達
朗 

（
平
成
18
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

自
動
車
整
備
の
内
容
や

 

仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

荒
尾　
将
吾 

（
平
成
19
年 

電
子
機
械
科
卒
）

　
⃝ 

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る

 

ア
ス
リ
ー
ト
と
は

勅
使
河
原　
駿 （
平
成
21
年 

電
子
機
械
科
卒
）

　
⃝ 

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
第
一
歩
を

 

踏
み
出
そ
う
!!

森
田　
陽
一
朗 （
平
成
27
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 

実
働
部
隊
が

 

新
入
社
員
に
求
め
る
こ
と

原　
美
希 

（
平
成
27
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

社
会
に
出
る
前
に
、

 

身
に
付
け
て
ほ
し
い
事

※
講
師
（
敬
称
略
）・
講
演
題
目

　

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
２
月
３
日
戸
畑
区
の
ウ
ェ
ル
と
ば
た
で

開
催
し
ま
し
た
。
在
校
生
や
先
生
方
、保
護
者
の
皆
様
、先
輩
の
方
々

に
多
数
参
加
頂
き
、
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
同
窓
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
毎
年
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
吹
奏
楽
連
盟
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
金
賞
を
目
指
し
日
々
の
練
習

に
励
み
、
様
々
な
学
校
行
事
で
の
演

奏
で
も
創
意
工
夫
し
良
い
演
奏
を

出
来
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
令
和
元
年
度
の
定
期

演
奏
会
は
、
創
立
１
２
０
周
年
記

念
演
奏
会
と
し
て
２
０
２
０
年
２
月

２
日
㈰
ウ
ェ
ル
と
ば
た（
13
時
開
場
）

に
て
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

第13回定期演奏会　於 ウェルとばた

平
成
最
後
の
Ｏ
Ｂ
講
話

平
成
30
年
度
定
期
演
奏
会

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
吹
奏
楽
部
）

【お知らせ】
創立120周年記念

野球部定期戦

令和元年６月１日㈯に北九州市民球場で行われます。
対 戦 校　福岡工業高校
開 会 式　９：25～
試合開始　９：50～

多数の方々の応援をお願いします。
※ 駐車場は近隣駐車場をご利用下さい。
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